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令和８年度 全国学力学習状況調査結果の概要 

令和８年９月 

岩美町教育委員会 

 

 小学校６年生は「国語」「算数」、中学校３年生は「国語」「数学」「英語」について、「知識」と「活用」に関

する内容を一体化した問題の学力調査、生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査を実施しました。

その結果の概要をお知らせいたします。 

 
☆教科に関する調査結果の概要 
【小学校】 

 

 

【中学校】 

 

 

※中学校英語については、平均正答率ではなく他教科と調査形式が異なる IRTバンド分布で表していま
す（3を基準とし、1が最も低く、5が最も高い）。 

国語 算数

岩美町 63.0 59.0

鳥取県（公立） 60.0 55.0

全国（公立） 60.9 56.4
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国語 数学

岩美町 59.0 49.0

鳥取県（公立） 60.0 53.0

全国（公立） 63.9 57.0
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1 2 3 4 5

岩美町 7.6 36.4 47.0 7.6 1.5

鳥取県（公立） 9.4 35.3 34.7 16.9 3.7

全国（公立） 6.4 27.1 36.2 24.7 5.7
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正答数分布グラフ【小学校】 

国語 

 

 

 

算数 

 

 

 

 

≪小学校国語≫ 国語の平均正答率は県及び全国の平均正答率を上回っています。 

○漢字を正しく使ったり、情報と情報との関係を理解したりすることを問う問題において、岩美町の平

均正答率が県及び全国の平均正答率を上回りました。 

△学力調査の結果から、「書くこと」及び「読むこと」において課題が見られました。特に文章を読んで理

解したことをまとめて書き表したり、相手に伝わるように書き方を工夫したりする記述式の問題に課

題が見られます。相手にわかりやすく伝えるという目的意識を明確にもち、場面の状況に応じて引用

したり、図表やグラフを用いたりしながら、自分の考えを表現していくことが大切です。 

 

≪小学校算数≫ 算数の平均正答率は県及び全国の平均正答率を上回っています。 

○調べたい数量の求め方や異分母の分数の大小の判断等を、数と言葉を用いて記述できるかどうか

を問う記述式の問題において、岩美町の平均正答率が、県及び全国の平均正答率を上回りました。 

△基準量や比較量、割合の関係を問う問題において、岩美町の平均正答率が県及び全国の平均正答

率を下回りました。日常生活の様々な問題場面において、事象を数理的に捉え、単位量当たりの大き

さの意味を図や数直線を用いて理解することが大切です。 
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正答数分布グラフ【中学校】 

国語 

 

 

 

数学 

 

 

 

英語≪４技能 IRTスコア≫ 

 町 県 国 

中学校 英語 ４５８ ４７０ ４９９ 

≪IRTバンド分布≫ 
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≪中学校国語≫国語の平均正答率は県及び全国の平均正答率を下回っています。 

〇結論を導くために様々な立場の人々の考えをまとめることや、読んだ文章をどう精査・解釈したのか

を問う記述式の問題において、岩美町の平均正答率が、県及び全国の平均正答率を上回りました。 

△文脈に即して正しく漢字を書くことや、情報と情報との関係の様々な表し方を理解し使うことができ

るかどうかを問う問題において、岩美町の平均正答率が、県及び全国の平均正答率を下回りました。

語句の辞書的な意味を踏まえ、文脈における意味を具体的かつ個別的に捉えることが大切です。ま

た、読書活動等を通して、多くの語句や語法、漢字等にふれることも必要です。 

 

≪中学校数学≫数学の平均正答率は県及び全国の平均正答率を下回っています。 

△昨年度と比べ県及び全国平均正答率との差は縮まったものの、数学全体の岩美町の平均正答率は

県及び全国の平均正答率を下回りました。また、全分類区分において岩美町の平均正答率が全国の

平均正答率を下回りました。とくに、２つの直線が平行となる条件を理解しているかどうかや、筋道を

立てて考え証明することができるかどうかを問う問題や、データの傾向を読み取り、批判的に考査し

判断することができるかどうかを問う問題において、全国の平均正答率を 10％以上下回りました。

単に問題を解くだけではなく、問題の前提を変えた場合どうなるかを考える等、統合的・発展的に考

察していくことが大切です。 

 

≪中学校英語≫英語の４技能 IRTスコアは県及び全国のスコアを下回っています。 

○物語を読み、物語全体を通した登場人物の気持ちの変化を表したものを選択する問題において岩美

町の平均正答率が県及び全国の平均正答率を上回りました。 

▲４技能 IRT スコアが、県、全国のスコアと比べ下回り、IRT バンドにおいて 5、4 に属する生徒の割
合（IRTバンド分布は3を基準とし、1が最も低く、5が最も高い）が県、全国の割合を下回りました。
自分の気持ちや考えだけでなく、社会的な話題について、ALT や友だちと英語で意見交換を行う機
会を増やしていくことや、複数名配置の ALT を活用し、授業外でも自ら積極的に英語に触れる機会
をつくっていくことが大切です。 
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☆生活習慣や学習環境等に関する調査結果の概要☆   

※質問項目のうち、県・全国の回答率と比べて、小学校・中学校とも±10％以上の差があった項目だけ質

問順に抽出しました。中央の「０」を基準にして、上側に振れている項目が肯定的回答の割合が高かっ

た項目、下側に振れている項目が肯定的回答の割合が低かった項目となります。 

 

【小学校】 

※小学校は、全73項目中、62項目で肯定的な評価の割合が全国平均を上回っています。 

 

普段（月曜日

から金曜

日）、1日当

たりどれくら

いの時間、ス

マートフォン

や携帯電話、

パソコン、タ

ブレット、

ゲーム機、テ

レビ等（以

下、「スマー

トフォン

等」）でSNS

や動画視聴な

どをしますか

（スマート

フォン等を

使って学習す

る時間やゲー

ムをする時間

は除く）

学校の勉強の

ことについ

て、あなたの

親や家族は、

どれくらいあ

なたと話しま

すか

自分と違う意

見について考

えるのは楽し

いと思います

か

分からないこ

とやくわしく

知りたいこと

があったとき

に、自分で学

び方を考え、

工夫すること

はできていま

すか

学校の授業時

間以外に、普

段（月曜日か

ら金曜日）、

１日当たりど

れくらいの時

間、勉強をし

ますか（学習

塾で勉強して

いる時間や家

庭教師の先生

に教わってい

る時間、イン

ターネットを

活用して学ぶ

時間も含む）

昼休みや放課

後に、本（教

科書や参考

書、漫画や雑

誌は除く）を

読んだり、借

りたりするた

めに、学校図

書館・学校図

書室（電子図

書館を含む）

にどれくらい

行きますか

５年生までに

受けた授業

で、自分の考

えを発表する

機会では、自

分の考えがう

まく伝わるよ

う、資料や文

章、話の組立

てなどを工夫

して発表して

いましたか

総合的な学習

の時間では、

自分で課題を

立てて情報を

集め整理し

て、調べたこ

とを発表する

などの学習活

動に取り組ん

でいますか

総合的な学習

の時間では、

PC・タブ

レットなどの

ICT機器を

使って、うま

く情報を集め

たり、整理し

たり、発表し

たりできてい

ますか

鳥取県（公立） 13.0 12.7 12.7 10.8 10.7 28.2 10.5 12.0 19.2

全国（公立） 9.7 12.3 8.0 8.0 5.1 37.3 1.2 10.1 13.3
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【中学校】 

※中学校は、全79項目中、63項目で肯定的な評価の割合が全国平均を上回っています。 

 

国語の勉強は好

きですか

５年生でうけた

授業では、国語

の授業で、先生

は、あなたの学

習のうまくでき

ていないところ

はどこかを伝

え、どうしたら

うまくできるよ

うになるかを教

えてくれました

か

５年生でうけた

授業では、国語

の授業で、文章

などを引用し

て、自分の考え

が伝わるように

書き表し方を工

夫して文章を書

いていましたか

５年生でうけた

授業では、国語

の授業で、文章

を読んで理解し

たことに基づい

て、自分の考え

をまとめていま

したか

算数の勉強は得

意ですか

算数の勉強は好

きですか

５年生までに受

けた授業では、

算数の授業で、

どのように考え

たのかについて

説明する活動を

よく行っていま

したか

解答時間は十分

でしたか（国

語）

鳥取県（公立） 16.6 12.7 12.8 13.2 10.7 20.2 20.9 6.1

全国（公立） 15.8 10.8 9.4 10.4 7.5 18.5 18.7 11.7
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毎日、同じく

らいの時刻に

寝ていますか

学校の勉強の

ことについ

て、あなたの

親や家族は、

どれくらいあ

なたと話しま

すか

困りごとや不

安がある時

に、先生や学

校にいる大人

にいつでも相

談できますか

学校にいくの

は楽しいと思

いますか

自分と違う意

見について考

えるのは楽し

いと思います

か

土曜日や日曜

日など学校が

休みの日に、

1日当たりど

れくらいの時

間、勉強をし

ますか（学習

塾で勉強して

いる時間や家

庭教師の先生

に教わってい

る時間、イン

ターネットを

活用して学ぶ

時間も含む）

昼休みや放課

後に、本（教

科書や参考

書、漫画や雑

誌は除く）を

読んだり、借

りたりするた

めに、学校図

書館・学校図

書室（電子図

書館を含む）

にどれくらい

行きますか

地域や社会を

よくするため

に何かしてみ

たいと思いま

すか

１、２年生の

ときに受けた

授業で、

PC・タブ

レットなどの

ICT機器を、

どの程度使用

しましたか

鳥取県（公立） 10.3 11.7 11.9 10.0 11.4 13.6 5.8 9.3 10.4

全国（公立） 13.9 9.7 14.2 7.7 10.3 9.0 11.6 11.1 22.7
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１、２年生の

ときに受けた

授業で、自分

の考えを発表

する機会で

は、自分の考

えがうまく伝

わるよう、資

料や文章、話

の組立てなど

を工夫して発

表していまし

たか

１、２年生の

ときに受けた

授業では、課

題の解決に向

けて、自分で

考え、自分か

ら取り組んで

いましたか

１、２年生の

ときに受けた

授業では、各

教科などで学

んだことを生

かしながら、

自分の考えを

まとめる活動

を行っていま

したか

学習した内容

について、分

かった点や、

よく分からな

かった点を見

直し、次の学

習につなげる

ことができて

いますか

授業で学んだ

ことを、次の

学習や実生活

に結びつけて

考えたり、生

かしたりする

ことができる

と思いますか

総合的な学習

の時間では、

自分で課題を

立てて情報を

集め整理し

て、調べたこ

とを発表する

などの学習活

動に取り組ん

でいますか

学級活動にお

ける学級での

話合いを生か

して、今、自

分が努力すべ

きことを決め

て取り組んで

いますか

国語の勉強は

得意ですか

国語の勉強は

好きですか

鳥取県（公立） 12.7 12.1 14.5 16.4 9.8 8.9 11.1 12.6 15.3

全国（公立） 5.4 11.4 15.3 15.5 10.8 12.3 15.3 12.3 16.4
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国語の授業の

内容はよく分

かりますか

１、２年生の

ときに受けた

授業では、国

語の授業で、

互いの立場や

考えを尊重し

ながら話し合

い、結論を導

くために考え

をまとめてい

ましたか

１、２年生の

ときに受けた

授業では、国

語の授業で、

文章を書いた

後に、表現の

工夫とその効

果などについ

て、読み手か

らの助言など

を踏まえ、自

分の文章のよ

い点や改善点

を見いだして

いましたか

１、２年生の

ときに受けた

授業では、数

学の授業で、

どのように考

えたのかにつ

いて説明する

活動をよく

行っていまし

たか

英語の授業で

学習したこと

は、将来、社

会に出たとき

に役に立つと

思いますか

将来、積極的

に英語を使う

ような生活を

したり職業に

就いたりした

いですか

これまで、学

校の授業やそ

のための学習

以外で、日常

的に英語を使

う機会が十分

にありました

か（地域の人

と英語で話

す、英語で手

紙や電子メー

ルを書く、英

語のテレビや

動画、ホーム

ページを見

る、オンライ

ンで他者と英

語で交流す

る、英会話教

室に通うな

ど）

１、２年生の

ときに受けた

授業では、

キーボード

（画面上に表

示されるキー

ボードやフ

リック入力も

含む）を使っ

て英語を書く

活動をどれく

らい行いまし

たか

解答時間は十

分でしたか

（数学）

鳥取県（公立） 12.7 10.1 15.5 9.3 10.0 10.3 15.0 12.8 -11.8

全国（公立） 10.7 11.0 16.9 14.6 6.9 6.2 12.0 10.9 -12.8
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○小学校、中学校ともに、「学校の勉強のことについて、あなたの親や家族は、どれくらいあなたと話します

か」の質問項目について肯定的な回答の割合が県及び全国の平均を上回りました。 

○小学校、中学校ともに、「普段（月曜日から金曜日）、1 日当たりどれくらいの時間、スマートフォンや携帯

電話、パソコン、タブレット、ゲーム機、テレビ等（以下、「スマートフォン等」）でＳＮＳや動画視聴などをしま

すか（スマートフォン等を使って学習する時間やゲームをする時間は除く）」の質問項目について 3 時間

以上使用すると回答した児童の割合が県及び国の平均を下回りました。 

○小学校においては、「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、1 日当たりどれくらいの時間、

勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活

用して学ぶ時間も含む）」の質問項目について 2 時間以上と回答する児童の割合が県及び全国の平均

を上回りました。 

△中学校においては、「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、1 日当たりどれくらいの時間、

勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活

用して学ぶ時間も含む）」の質問項目について 2 時間以上と回答する児童の割合が県及び全国の平均

を下回りました。 

△中学校においては、「解答時間は十分でしたか（数学）」の質問項目について肯定的な回答の割合が県及

び全国の平均を 12.8％下回りました。 

 

＜今後の方策として＞ 

１ 「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか。」等、主体的・対話的で深い 

学びに関する質問項目に肯定的に答えたり、「新しいことを学ぶのは好きだ」等、挑戦心や好奇心に

関する質問項目に肯定的に答えたりしている児童生徒ほど各教科の正答率・スコアが高い傾向が

みられます。主体的・対話的で深い学びの実現に向けて、岩美町スクラム教育の強みである、校種を

超えた児童生徒、職員同士のつながりを活かしながら、児童生徒の挑戦心や好奇心を抱かせる授

業改善、学校づくりに努めていきます。 

 

２ 国語、算数・数学、英語の学力調査の結果から、「書く」ことに対して課題が見られます。学力調査と質問

紙調査の結果から、「読書は好きですか」の質問項目に肯定的に答えた児童生徒ほど、記述式の問題の

正答率が高く、無解答率も低い傾向がみられます。また「読書は役に立つ」という質問項目に肯定的に答

えている児童生徒ほど、課題解決に向けた積極性や、地域や社会への寄与意識が高い傾向がみられま

した。引き続き、家庭読書の奨励や、読書フォーラムの開催等、読書活動の推進に取り組んでいきま

す。 

 

３ 「英語の学習は好きですか」等、英語教育に関する質問紙調査の項目（中学校：全 12項目、小学校：全４

項目）については、小学校の 1 項目を除くすべての項目において県及び全国の平均を上回りました。中

学校英語の学力調査のスコア結果には課題が見られるものの、ＡＬＴ増員を伴う英語教育の充実による

一定の成果があらわれてきていると考えます。引き続き、町内の保育所や岩美高等学校とも連携を図り

ながら、今後は授業研究・改善を中心とし、岩美町における英語教育の充実に努めていきます。 

 

４ SNSや動画視聴等の利用時間が長い児童生徒ほど、各教科の正答率・スコアが低い傾向が見られて 

  います。スクラム教育の取組（チャレンジ・ふれあいデー、生活リズムチェック週間等）にあわせて家 

庭でのご協力をよろしくお願いします。 

 

５ 今年度も、県教育委員会、兵庫教育大学のサポートを受けながら、全国学力・学習状況調査の結果 

と共に、とっとり学力・学習状況調査、i-check、標準学力調査等のデータを総合的に分析し、今後

の指導に生かしていきます（Evidence-Based policy making）。個別最適で協働的な学びの

より一層の充実（ＩＣＴ機器の活用等）を目指し、児童生徒一人一人の学力（自己効力感、ねばり強

さ等の非認知能力を含む）を育んでいきます。 


